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中性 子 散 乱 に よ る ス ピ ン波 の 研 究

平 川 金四郎 (九大工 )

中性子散乱によるスピン波の実験的研究結果を Fe504と Niについての

ペるO 転移点に近づ くと次のようなことがおこるo

i) 分散式 克W - Dq2のDは Tcに近づくと急に戒少する (Fe504t Ni)D

急に渡少を始める温寝はマグノンのエネルギーに依存 し,高いエネルギ

ーのマグノンは早 くDがおち始めるn.(Fe_504に於 てのみ確められ てい

る)o

z'ロ マダノンの寿命時間 TはTcに近づ くと急激に短か くなる fFe504,

Ni)o Tcにごく近い所でFe504の時 T～ 10-12 see(500Kのマグ

ノン),Niでは T～ 10-9--10 see(2Gx のマグノン)

iii) Fe504, Ni･ いづれの場合 も大体 T/Tc仁王0.8をす.ざると遷移領

域に入 り.Dの液少 と共に臨界散乱が増 し始め .また ふつうのスピン

波の散乱断面積の計算 と合わな くなるo

iv) Fe504ではDは Tcでも零にな らないゎ
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